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有機薄膜太陽電池の変換効率は、ドナー/アクセプタ界面の状態に依存する。界面におけるキャ

リアの振る舞いを知る必要があるが、２つの困難がある。１つは蒸着法や溶液法で作製された積

層構造は、界面で分子が混ざり合うため、構造が制御された平滑界面を作るのが難しいこと、も

う１つは界面が素子の内部に隠れており、直接測定できないことである。本研究では薄膜転写法

[1]を用いて、表面のエネルギー状態が明らかなドナー・アクセプタ薄膜で分子混合のない理想的

な接合界面を実現し、インピーダンス測定により界面におけるキャリアの蓄積を評価した。 

Fig1. 左：ドナー(PTB7)と、PCBMの誘導体(FC8)の化学構造。 中央：薄膜転写法の概念図。 
右：ドナー/アクセプタ二層型素子の容量測定結果。界面におけるダイポールの有無による違いが見え
る。 

ドナー材料は PTB7、アクセプタ材料は PCBM、界面におけるダイポールの誘起に PCBM の誘

導体である FC8 を用いた。TiO2を成膜した ITO 基板上にスピンコート法により PCBM を薄膜化

し、別基板上に成膜した PTB7 の薄膜を、薄膜転写法で積層した。その上からメタルマスクを介

して MoOx/Ag電極を蒸着した。周波数 100 Hzにおける容量-電圧測定の結果を Fig1(右)に示す。

PTB7//PCBM の二層型素子(赤)と、PTB7と PCBM の界面に FC8の単分子層を偏析させ[2]、界面ダ

イポールによりドナーの HOMOとアクセプタの LUMOのエネルギー差（図中ΔE）を減少させた

素子(青)で、キャリアの蓄積の振る舞いが異なる。これは界面のエネルギー状態と測定される容量

値に相関があることを示す。発表では容量の周波数依存性や、インピーダンス測定結果の解釈に

ついても議論する。 

[1] Q. Wei, K. Tajima, and K. Hashimoto, ACS Appl. Mater. Interfaces, 2009, 1, 1865–8. 

[2] A. Tada, Y. Geng, Q. Wei, K. Hashimoto, and K. Tajima, Nat. Mater., 2011, 10, 450–5. 

第 75 回応用物理学会秋季学術講演会　講演予稿集（2014 秋　北海道大学）

Ⓒ 2014 年　応用物理学会

17a-PA2-12

12-325


